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黒
岳
石
室
周
辺
は
瑞
々
し
い
花
園
で
し
た
！ 

 

今
回
は
８
日
に
テ
ン
ト
泊
も
計
画
し
ま
し
た
が
、
雨
予
報
で
中 

止
と
な
り
、
９
日
日
帰
り
の
計
画
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
か
ら
見
る
山
頂
は
雲
の
中
で
し
た
が
、
ほ
ぼ 

無
風
。
ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
た
空
気
の
中
で
、
９
時
七
合
目
を
出
発
。 

 
結
構
な
急
登
を
だ
が
、
タ
イ
セ
ツ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ナ
ガ
バ
キ
タ 

ア
ザ
ミ
、
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
が
癒
や
し
て
く
れ
、
頂
上
が
近
く
な
る 

と
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
タ
カ
ト
ウ
ウ
チ
ソ
ウ
等
々
が
咲
き
乱
れ
、 

大
雪
の
素
晴
し
さ
を
感
じ
る
。 

 

下
山
者
の
話
し
で
は
晴
れ
て
た
時 

間
も
あ
っ
た
と
の
事
で
、
少
し
希
望 

を
持
っ
た
が
、
１
１
時
３
０
分
到
着 

し
た
山
頂
は
薄
い
霧
の
中
で
残
念
。 

 

こ
こ
か
ら
石
室
ま
で
行
く
事
と
し
、 

途
中
の
岩
場
で
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
目
当 

の
沢
山
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
て
、「
写 

真
が
撮
れ
た
。」
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
。 

  
 

          

 

これからの予定 

９月２７日(日）  

 朝里天狗岳 

    塩野谷さんまで 

 

９月１２～１３日 

道スキー協夏期交流会 

 

  

し
ば
し
ナ
キ
ウ
サ
ギ
を
探
し
た
が
、
鳴
き
声
は 

聞
こ
え
て
く
る
が
姿
は
見
え
ず
残
念
。
で
も
シ
マ 

リ
ス
は
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

次
第
に
石
室
に
近
づ
く
と
、
大
き
な
雪
渓
が
出 

現
、
そ
こ
は
沢
山
の
チ
ン
グ
ル
マ
、
赤
く
可
憐
な 

エ
ゾ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
等
々
が
群
生
す
る
花
園
。 

そ
の
瑞
々
し
い
花
々
に
歓
声
を
上
げ
、「
石
室
ま 

で
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
ね
。」
と
し
ば
し
鑑
賞
。 

 

後
で
石
室
管
理
人
の
話
し
で
は
、「
こ
の
付
近 

の
花
々
は
今
が
一
番
見
頃
だ
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ヤ
ッ
タ
～
． 

 

設
置
さ
れ
て
い
る
立
派
な
テ
ー
ブ
ル
で
ラ
ン
チ
し
て
い
る
と
、
晴
れ
間
が
垣

間
見
え
て
き
て
、
折
角
な
の
で
希
望
者
で
桂
月
岳
ま
で
登
る
こ
と
と
し
、
途
中 

一
瞬
晴
れ
間
で
、
北
鎭
岳
、
お
鉢
方
面
が
見
え
た
が
、
山
頂
は
深
い
霧
の
中
で

し
た
。 

 

桂
月
岳
か
ら
戻
り
、
さ
あ
下
山
。
長
く
て
キ
ツ
い
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
斜
面
を
登

り
返
し
、
１
３
時
５
０
分
黒
岳
を
通
過
し
下
山
開
始
。
途
中
の
花
々
も
ま
だ
ま

だ
新
鮮
。
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
や
ウ
サ
ギ
キ
ク
、
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
も
見
え
、
「
秋
の

花
々
も
咲
き
始
め
て
る
ね
。」
と
、
山
の
季
節
の
変
わ
り
目
を
実
感
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
合
目
駅
に
は
１
５
時
３
０
分
到
着
、
下
山
の
ぺ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
ス
は
幾
分
早
く
、「
黄
金
世
代
」
の
皆
様
は
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だ
ま
だ
元
気
で
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
フ
ト
を
下
っ
て
行
く
と
、
手
の
届
き
そ
う
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
さ
で
鹿
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
周
辺
に
は
子
鹿
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

混
じ
っ
た
数
頭
の
群
れ
が
居
て
、
動
物
好
き
の
自 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
に
は
驚
き
の
光
景
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
者
は
９
名
、
改
め
て
黒
岳
の
素
晴
ら
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
感
じ
、
花
々
の
話
題
も
尽
き
ず
、
思
い
出
に
残 

る
大
雪
黒
岳
で
し
た
。 

（
上
口 

 

記
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

は 

  

 

 

 


